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　２．課題番号

  

５．研究実績の概要

６．キーワード

７．現在までの進捗状況

子どもの権利　子どもNPO　子ども主体　つながりの支援

３．研究課題名

区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
　2018年度は、①本研究を基礎づける文献研究、②子どもNPOに対するヒアリング調査等によるデータ収集と考察、③学会・研究会等への参加による資料収集・
発表による内容の精査について進展させることができた。具体的には、以下のとおりである。 
①本研究を基礎づける文献研究・・・主体性の社会福祉理論を人権概念によって基礎づけた岡村重夫の福祉理論を検討し、子どもの権利に基づく児童福祉に応用
する方法を明らかにすることができた。合わせて、子どもを主体とした支援を展開していく視点として、尾崎新や稲沢公一による「ゆらぎ」や「弱さ」の意義に
光を当てた援助論を検討し、援助者の弱さが逆説的に子ども主体の支援を導き出すという考え方（アイデア）を導き出すことができた。 
②子どもNPOに対するヒアリング調査等によるデータ収集と考察・・・5つの団体に対してヒアリング調査を実施し、一例として次のような共通項を導き出した。
すなわち、「子どもの本来の力」を開花させていくことが大切であり（子どもを変えるということではなく、望ましくない環境の中で子ども本来の力が妨げられ
ている、それをどう開花させるのかという発想）、そのためにさまざまなやり方でつながりを求める子どもに、周囲のおとな（援助者等）がどう応答していくの
かが問われており、その基盤として子どもの権利の視点が位置付けられる。 
③学会・研究会等への参加による資料収集・発表による内容の精査・・・予定していた「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポでの報告、家政学会夏季セミ
ナーでの報告などを積み重ね、考察を深めることができた。
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　2018年度は、本研究の基盤となる子どもの権利の視点について、それを子ども支援における単なる理念としてではなく、子どもを取り巻く児童福祉の課題を解
決するための具体的な手段として生かすために、その方法論についての研究に取り組んできた。具体的には、①子どもの権利の視点に立つNPO団体へのヒアリン
グ調査と参与観察調査をとおして、各団体が子どもの権利の視点をどのように位置付け、児童福祉実践に生かし、課題解決に取り組んでいるのか、子どもの権利
の視点に立つNPOの支援構造についてのデータ収集と予備的考察を実施したこと。合わせて、②人権概念に基づく当事者主体の社会福祉理論に関する文献研究に
取り組み、上記実践内容に関する理論的背景・基盤についての検討を行った。 
　本研究の意義は、子育て支援や児童福祉の法定サービスが整備されてきた一方で、子ども虐待、貧困、いじめ、子ども・若者の自死、子どもが犠牲となる事故
など、数多の問題が発生し、悪化している中で、サービスありきではなく、「子どもの権利に基づく、子どもを主体としたつながりの支援」の方法とその要件を
明らかにすることである。こうした課題に応えるために、2018年度は、子どもの権利の視点に立つNPOの支援構造として、①子どもを主体としたつながりを、
「子どもの最善の利益」の配慮（条約3条）を軸とした支援によってつくり出すこと、②子どもを主体としたつながりの対象として、「子どもの権利条約」に規
定された子どもの総合的な権利内容を活用できることを、データ分析と考察を通して導き出したことである。 
　 
　 
　 

４．補助事業期間

職

氏名

准教授
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９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（平成３０年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計4件（うち査読付論文　0件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　1件）

2019年

2019年

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし 無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
子どもの権利研究（子どもの権利の新たな地平）

加藤悦雄 30

 ５．発行年
子ども計画

 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

249～250・296

無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
日本家政学会誌

 １．著者名  ４．巻

子ども食堂が拓く新たな生活支援の形―子どもを主体としたつながりに向けて―
 ２．論文標題

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
 オープンアクセス  国際共著

102～109

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

　2018年度に、第5回アジア子どもの権利フォーラム（ネパール）に参加し、資料を収集することを予定していたが、主催国の準備の関係で延期となったため、
次年度使用額が発生した。2019年度に開催予定のため、参加交通費・宿泊費として使用することを予定している。

 １．著者名  ４．巻
加藤悦雄 70

 ５．発行年

　2年目となる2019年度は、第一に、子どもNPOに対するヒアリング調査を引き続き実施し、根拠となるデータ収集を積み重ねていく。そして、1年目に予備的考
察を進めた①子どもを主体とした支援を展開するうえでの子どもの権利の活用方法と合わせて、②①を可能にする要件である、子ども支援者の倫理的基盤形成の
メカニズム（援助者の「弱さ」「傷つきやすさ」を内に含む考え方が想定される）の検討に取り組んでいく。以上の点について、データの整理と分析を積み重
ね、それを根拠として考察と結論を導き出す作業に入っていく。 
　第二に、上記の延長として、研究を通して明らかになった成果を、段階的に報告することである。具体的には、学会報告、研究会報告、大学紀要、著書（共
著）として、形にしていきたいと考えている。 
　第三に、1年目に予定していたが、主催者の関係で延期となった第5回アジア子どもの権利フォーラム（ネパール）に参加し、海外における子どもの権利に基づ
く支援内容を把握し、本研究の資料・データとして活用したいと考えている。

８．今後の研究の推進方策
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2018年

2019年

〔学会発表〕　計2件（うち招待講演　1件／うち国際学会　0件）

2018年

2019年

日本保育学会

 ４．発表年

 ４．発表年

保育・支援の質向上に子どもの権利をどう生かすのか―保育の質向上の基礎づけに向けて―

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

加藤悦雄

加藤悦雄

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本家政学会（招待講演）

なし 無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
子どもの権利条約ネットワーク

子どもの居場所としての子ども食堂―親子を支える地域づくり―

 ５．発行年
福祉支援の質向上に欠かせない子どもの権利の視点

 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジウム2018宗像報告資料集

 １．著者名  ４．巻
加藤悦雄 135

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

193～200

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし 無

 １．著者名  ４．巻
加藤悦雄 18

 ５．発行年
学童期以降の子どもの生活問題に対する検討課題―自治体子ども計画の可能性―

 ２．論文標題
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〔図書〕　計0件

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況
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